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中 tEoく?010(7*,7)(A-i去 )0-1(7*, 摘 O,e-iEotI-O,
U(7*,7)-exp(-iG(7*,7),





である｡(4a)式はハー トレ一 ･フォツク基底状態 座.) (エネルギーE｡)によって満足さ









g〟l (1次)- -i(在i7+軋iq*) (9)
となることを要請する｡ ここで,Q,Li,pFJiは乱雑位相近似 (RPA)での粒子 ･空孔対の振
幅である｡ これらの条件により決定されたgLi(17*,7)の具体的な形は,文献 1)に詳しい｡
ところで,(4b)を書き換えると,
































D*^- ∑ (払(pi)C,*l一 中人(pi)C〟t)
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exp(A)B- B･iA,BIpIB, itA,tA,BIp･B･lpIB･十 ･････
であり,ポアソン括弧jA,Bi,.B.は,
iA,Bip･B･- 写(
∂A ∂β ∂β ∂A









と書ける｡rの関数形 を選ぶことにより,新 しいハ ミル トニアンの関数形を調節するこ
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